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池添 泰弘
化学物質の持つ未知の性質を探し出し、これまでにない
新しい機能へと発展させて、世の中で役に立つ技術へと
育てることを目指して日々の研究に取り組んでいます。
略歴 所属学会など
東京大学工学部を卒業後、同大学助手、東京工
業大学・理化学研究所・ニューヨーク市立大学
での研究員を経て、2014年4月に日本工業大
学工学部創造システム工学科の准教授に着任し、
2018年度より応用化学科に異動となりました。
これまで、強磁場、レーザー分光、化学モー
ターなど、様々な研究に携わり、現在はこれら
を融合させた新分野の開拓に取り組んでいます。

日本物理学会
日本応用物理学会
日本化学会
表面科学会
アメリカ化学会
日本磁気科学会

研究紹介 磁場を利用したプラスチックの分離技術の開発
これまでに私たちが開発してきた磁気アルキメデス分離法は、複数種類の物質を一つの磁石を使って
磁気浮上させたときに、物体の密度と磁性の違いにより磁気浮上の位置が異なるという原理を応用し
たものです。我々が論文を報告して以来、様々な研究に応用されていて、物質を分離するためだけで
なく、偽装宝石の判別、化学反応のスピードの解析など、その応用範囲が確実に広がってきています。

主な論文発表
(1)「自己組織化と化学モーター」2015年06月

化学工業, 第66巻 第6号 (448-454頁)
(2)「有害物質を探す化学モーター」2015年06月

Nano Letters,（米国化学会が出す論文誌）
第15巻 第3号（4019-4023頁）

(3)「ターゲット物質を検知できるペプチド‐MOF
マイクロ化学モーターの開発」2015年09月
応用物理学会にてポスター賞を受賞

など

共同研究の事例
ニューヨーク市立大学（USA、NY)
コーネル大学（USA、NY)
京都大学（日本、京都）
（上の3つの大学は化学モーターの研究にて）

物質材料研究機構（NIMS) （日本、つくば）
（磁気の研究）
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日本工業大学 基幹工学部 応用化学科 池添 泰弘
Tel. 0480(33)7591 (直通),  E-mail : y.ikezoe@nit.ac.jp

いけぞえ やすひろ

教授

私たちの研究室では、プラスチックのリサイクル
システムに応用できるような磁気分離システムの
開発を行っています。普通の磁気分離は、「磁石
に引き寄せられる物質」を取り除く形で分離しま
すが、私たちの磁気分離は全く逆で、「磁石に反
発する物質」を分離しています。非常に弱い力な
ので、シミュレーションを駆使して巧妙にデザイ
ンされた分離装置を作る必要がありますが、右の
図にあるように、PETボトルに使われる主な3つの
素材（PET、ポリプロピレン、ポリスチレン）を
ほぼ100%の正確さで分離できるようになってき
ています。現在は、さらに効率よく連続的に処理
できるようなシステムを開発しているところです。
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